
子育て支援合同検討チームにおける検討状況 
長野県県民文化部 

 

「第 12 回県と市町村の協議の場」（平成 28 年 11 月）の確認事項に基づき、県・市町村の担当課

長で構成する「子育て支援合同検討チーム」を設置し、 

Ⅰ 「長野県子育て支援戦略」の改定 

Ⅱ 「子どもの未来応援基金（仮称）」の設置 

について検討してきた。 （平成 29 年２月～10月 計６回） 

 

 

 

新たな「子育て支援戦略」は、「子ども・若者支援に関する総合的な計画（仮称）」(注)の戦略

部分に記載する。 

(注)長野県子育て支援戦略、長野県次世代サポートプラン、ながの子ども・子育て応援総合計画、

長野県子どもの貧困対策推進計画の４つを一本化し、平成 29 年度中に策定 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもの未来の応援 

子どもの未来を拓く 

ために必要なもの 教 育 健 康 

 

すべての子どもの学び 

 ・幼児教育 

 ・初等中等教育 

 ・高等教育 

 

➣教育費負担の 

 切れ目ない軽減 

学びの支援 
 

すべての子どもの健康

づくり 

   ・妊娠 

   ・出産 

   ・子育て期 

  ➣相談支援の充実 

   医療費負担の軽減 

健康づくりの支援 

 

 

貧困、虐待、障がい、 

発達の特性、小児慢性

特定疾病、不登校 等 

困難を有する 

子どもの未来 

応 援 

子どもと家庭を切れ目なく包括的に支援する体制づくり 

【
視
点
３
】 

保
育
・
幼
児
教
育
の
充
実 

 
〔
待
機
児
童
を
生
じ
さ
せ
な
い
こ
と
を
含
む
〕 

Ⅰ 「長野県子育て支援戦略」の改定 

基本概念 

【視点１】 

学びと健康づくりの支援 

母子保健・児童福祉 

・教育の連携 【視点２】 

子どもと子育て家庭を支える体制の強化 

（参考）子育て家庭が希望する支援（※） 

① 子どもの修学費用の軽減 

② 子どもの医療費の軽減 

※平成 29 年子ども

と子育て家庭の

生活実態調査 

＜戦略の視点（案）＞ 

資料１ 



主
な
現
状
と
課
題

 
施
策
推
進
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本
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針
（
案
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○
希
望
す
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子
育
て
支
援
サ
ー
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（
上
位
２
つ
）
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困
窮
家
庭

 
 
周
辺
家
庭

 
 
一
般
家
庭

 
 
①
子
ど
も
の
就
学
費
用
の
軽
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％
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4
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②
子
ど
も
の
医
療
費
の
軽
減

 
 

 
 

 
3
5
.0
％

 
 

3
4
.4
％

 
 

 
3
5
.8
％

 
 ○
生
活
困
窮
家
庭
の
子
ど
も
の
進
学
率
が
低
い
。

 
  
大
学
等
進
学
率

 
生
活
保
護
世
帯

 2
3
.9
％
、
全
県
平
均

 
7
7
.1
％

（
H

2
6
～

2
8
平
均
）

 
 ○
学
歴
に
よ
る
年
収
格
差
（
長
野
県
の

4
0
歳
正
社
員
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
中

 
卒

 
 

 
 

 
高

 
卒

 
 

 
 

 
大

 
卒

 
 

 
男
性

/女
性

 
3
9
6
/2

7
4
万
円

 
 

4
5
6
/3

1
0
万
円

 
 

6
1
0
/4

7
2
万
円

 
（
出
典
：

H
2
8
.3

 三
菱

U
F
Jリ

サ
ー
チ
＆
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
推
計
）

 
 ○
健
康
格
差
（
子
ど
も
の
健
康
状
態
が
よ
く
な
い
、
あ
ま
り
よ
く
な
い
の
合
計
）
※

 
 

 
 

 
 

 
 
困
窮
家
庭

 
 
周
辺
家
庭

 
 
一
般
家
庭

 
 

 
 

 
 

 
 

 
5
.4
％

 
 

 
2
.7
％

 
 

 
 

1
.1
％

 

【
１

 学
び
と
健
康
づ
く
り
の
支
援

 】
 

 ○
切
れ
目
な
い
教
育
費
負
担
の
軽
減

 
 ○
人
生
の
基
盤
と
な
る
健
康
づ
く
り
の
推
進

 
 
・
相
談
支
援
の
充
実

 
 
・
医
療
費
の
負
担
軽
減

 
 ＜
貧
困
対
策
の
観
点
か
ら
＞

 
 ○
貧
困
の
連
鎖
を
断
ち
切
る
た
め
の
学
び
の
支
援
の
充
実

 
 ○
健
康
格
差
を
生
じ
さ
せ
な
い
相
談
支
援

 

○
児
童
虐
待
や
発
達
障
が
い
な
ど
、
様
々
な
課
題
を
抱
え
る
子
ど
も
や
家
庭
の
増
加

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
➢
子
育
て
に
困
っ
た
り
悩
ん
だ
と
き
の
相
談
相
手
が
い
な
い
。
※

 
 

 
 

 
 

 
 
困
窮
家
庭

 
 
周
辺
家
庭

 
 
一
般
家
庭

 
 

 
 

 
 

 
 

 
6
.9
％

 
 

 
3
.3
％

 
 

 
 

1
.1
％

 
 

 ○
市
町
村
の
包
括
的
支
援
体
制
は
構
築
途
上

 
 
➢
「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
設
置
市
町
村
数

 
 

 
 
Ｈ

2
9
.8
現
在

 
1
9
市
町
村
（

2
4
.7
％
）

 
 
➢
「
こ
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
」
Ｈ

2
9
設
置
予
定
市
町
村
数

 
２
市
町
（

2
.6
％
）

 
 
➢
「
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
」
の
開
催
状
況
（

H
2
7
）

 
 

 
 
代
表
者
会
議

 3
4
市
町
村
（

4
4
.2
％
）
、
実
務
者
会
議

 3
9
市
町
村
（

5
0
.6
％
）

 
 

 
 
個
別
ケ
ー
ス
検
討
会
議

 5
1
市
町
村
（

6
6
.2
％
）

 
 

 
 

 
 
※

 い
ず
れ
も
各
会
議
を
単
独
開
催
し
て
い
る
市
町
村
（
複
数
の
会
議
を
合
同
開
催
す
る
場
合
を
除
く
。
）

 
 

 ○
1

8
歳
の
壁
…
…
高
校
中
退
又
は
高
校
卒
業
後
、
支
援
情
報
が
引
き
継
が
れ
ず
、
社
会
的

 
 

 
 

 
 

 
 
自
立
の
た
め
の
支
援
が
十
分
に
行
わ
れ
て
い
な
い
。

 
 

 

【
２

 
子
ど
も
と
子
育
て
家
庭
を
支
え
る
体
制
の
強
化

 】
 

 ○
市
町
村
と
と
も
に
、
子
ど
も
と
子
育
て
家
庭
を
切
れ
目
な
く
、
包
括
的
に
支
援

 
 

 
…
…

 
親
子
ま
る
ご
と
支
援

 
 ○
困
難
を
有
す
る
子
ど
も
に
対
し
、
関
係
機
関
の
緊
密
な
連
携
に
よ
り
、
早
期
に

 
 
的
確
な
支
援
を
行
え
る
体
制
を
強
化

 

○
幼
児
教
育
の
重
要
性
に
対
す
る
認
識
の
高
ま
り

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
…
…
…

 そ
の
後
の
学
力
、
運
動
能
力
、
人
格
形
成
な
ど
の
基
盤

 
○
待
機
児
童
発
生
の
お
そ
れ

 
 
・
３
歳
未
満
児
の
保
育
需
要
の
拡
大

 
 

 
（
Ｈ

2
4
→
Ｈ

2
8
 
３
歳
未
満
児

 1
,9

4
4
人
増
、
３
歳
以
上
児

 4
,0

2
9
人
減
）

 
 
・
保
育
士
確
保
の
困
難
化

 

【
３

 
保
育
・
幼
児
教
育
の
充
実

 】
 

 ○
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
進
め
、
待
機
児
童

 
 
を
生
じ
さ
せ
な
い
。

 
 【

 生
き
抜
く
力
を
育
む
幼
児
教
育
の
充
実

 】
 

○
幼
保
一
体
の
質
の
高
い
幼
児
教
育
の
推
進

 

現
状
と
課
題

 

長
野
県
の
優
れ
た
環
境
を
活
か
し
子
育
て
の
今
、
子
ど
も
の
未
来
を
応
援
す
る
。

 

※
 Ｈ

2
9
子
ど
も
と
子
育
て
家
庭
の
生
活
実
態
調
査
（
調
査
対
象
：
小
１
、
小
５
、
中
２
、

1
6
～

1
7
歳
（
高
２
相
当
）
の
子
ど
も
と
保
護
者

 
各

3
,0

0
0
世
帯
（
小
１
は
保
護
者
の
み
）
）

 



  
ⅰ

 育
つ
環
境
に
か
か
わ
ら
ず
、
子
ど
も
・
若
者
が
自
分
の
未
来
を
切
り
拓
け
る

 
 
ⅱ

 子
ど
も
や
家
庭
が
困
難
に
直
面
し
た
と
き
、
孤
立
す
る
こ
と
な
く
、
早
期
に
包
括
的
な
相
談
・
支
援
が
受
け
ら
れ
る

 
 
ⅲ

 子
育
て
を
楽
し
み
な
が
ら
、
職
場
や
社
会
で
活
躍
で
き
る

 

コ
ン
セ
プ
ト

 

１
 
学
び
と
健
康
づ
く
り
の
支
援

 
  
◆

 子
育
て
に
係
る
経
済
的
負
担
の
軽
減

 
 

 
♢

 切
れ
目
な
い
教
育
費
負
担
の
軽
減

 
 

 
 
〔
義
務
教
育
〕
・
就
学
援
助
制
度
の
改
善
の
促
進

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
・
学
用
品
等
の
リ
ユ
ー
ス
の
促
進

 
 

 
 
〔
高
校
教
育
〕
・
私
立
高
等
学
校
の
授
業
料
軽
減
等
の
保
護
者
の
負
担
軽
減

 
 

 
 
〔
高
等
教
育
〕
・
高
等
教
育
機
関
奨
学
金

 
  

 
 

 ➢
貧
困
対
策
の
観
点
か
ら
は
、
貧
困
の
連
鎖
を
断
つ
「
学
ぶ
力
」
づ
く
り
と
し
て
実
施

 
  

 
♢

 医
療
費
の
窓
口
負
担
の
軽
減
（
子
ど
も
の
医
療
費
の
現
物
給
付
化
）

 
  
◆

 人
生
の
基
盤
と
な
る
健
康
づ
く
り
の
推
進

 
 

 
♢

 Ａ
Ｃ
Ｅ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
、
母
子
保
健
水
準
の
向
上
、
家
庭
・
地
域
一
体
と
な
っ

 
 

 
 

 て
推
進
す
る
子
ど
も
の
食
育
、
子
ど
も
の
運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
機
会
の
拡
大

 
  

 
 

 ➢
貧
困
対
策
の
観
点
か
ら
は
、
健
康
格
差
解
消
の
施
策
と
し
て
実
施

 

 
 
（
関
係
機
関
の
連
携
）

 
 

 
 

 
 

 
♢

 情
報
共
有
な
ど
の
ツ
ー
ル
開
発
（
高
校
以
降
へ
の
つ
な
ぎ
等
）

 
 

 
 
♢

 見
守
り
人
材
の
育
成
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
等
の
配
置
、

 
 

 
 

 
 及

び
連
携
体
制
の
構
築

 
 

 
 
♢

 親
育
ち
支
援

 
 

 
 
♢

 発
達
障
が
い
者
の
支
援
体
制
の
充
実

 
 

 
 
♢

 官
民
の
支
援
機
関
の
連
携
に
よ
る
ニ
ー
ト
・
ひ
き
こ
も
り
等
の
若
者
支
援

 
  

 
◆
「
信
州
こ
ど
も
カ
フ
ェ
」
の
普
及
拡
大

 
等
で
の
切
れ
目
な
い

 
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

 

（
市
町
村
）
・

 子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

 
 

 
 

 
 
・

 こ
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点

 
 

２
 
子
ど
も
と
子
育
て
家
庭
を
支
え
る
体
制
の
強
化

 
 

  
 
◆

 妊
娠
期
か
ら
中
学
校
卒
業
ま
で
の
子
ど
も
と
家
庭
を
切
れ
目
な
く
包
括
的
に
支
援

 
 

 
 

 す
る
体
制
を
市
町
村
と
県
が
連
携
し
て
構
築

 
 

 
 
・
信
州
母
子
保
健
推
進
セ
ン
タ
ー
と
児
童
相
談
所
に
よ
る
一
体
的
な
市
町
村
支
援

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（
困
難
事
例
等
に
対
す
る
技
術
的
支
援
、
助
言
等
）

 
 

 
 
・
民
間
専
門
機
関
（
児
童
福
祉
施
設
）
を
活
用
し
た
市
町
村
の
体
制
強
化

 
 

 
 
・
課
題
を
有
す
る
子
ど
も
の
社
会
的
養
育
の
向
上

 

３
 
保
育
・
幼
児
教
育
の
充
実

 
  
【
待
機
児
童
を
生
じ
さ
せ
な
い
】

 
 

 
◆

 「
保
育
士
人
材
バ
ン
ク
」
に
よ
る
保
育
士
確
保

 
 

 
◆

 保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
の
処
遇
改
善

 
 

 
 
・

 私
立
幼
稚
園
教
育
振
興
費
補
助

 
 

 
 
・

 保
育
士
等
の
処
遇
改
善
に
つ
な
が
る
研
修

 
  
【
保
育
ニ
ー
ズ
へ
の
き
め
細
や
か
な
対
応
】

 
 

 
 
・
小
規
模
保
育
等
の
地
域
型
保
育
、
病
児
・
病
後
児
保
育

 
 

 
 
・
幼
稚
園
の
預
か
り
機
能
の
充
実

 
等

 
  
【
生
き
抜
く
力
を
育
む
幼
児
教
育
の
充
実
】

 
 

 
◆

 幼
児
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
的
機
能
の
設
置
検
討

 
 

 
◆

 信
州
型
自
然
保
育
の
推
進

 
  

 

取
組
内
容

(案
) 

Ⅰ
 
社
会
全
体
で
子
育
て
を
応
援

 
  
◆

 長
野
県
将
来
世
代
応
援
県
民
会
議
に
よ
る
取
組
の
推
進

 
 

 
 

 
 

 
 

 
・

 県
民
の
意
識
醸
成
（
家
庭
の
日
、
い
い
育
児
の
日
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
・

 な
が
の
子
育
て
家
庭
優
待
パ
ス
ポ
ー
ト

 
 
◆

 子
ど
も
の
未
来
応
援
基
金
（
仮
称
）
の
設
置
検
討

 

Ⅱ
 
長
野
県
の
優
れ
た
環
境
を
活
か
し
た
子
育
て
支
援

 
  
◆

 豊
か
な
自
然
環
境
を
活
か
し
た
自
然
・
野
外
活
動
等

 
 
◆

 多
様
な
文
化
や
伝
統
を
持
つ
魅
力
あ
ふ
れ
る
地
域

 
 
◆

 地
域
の
温
か
い
絆
、
地
域
の
助
け
合
い
、
見
守
り

 
 
◆

 日
本
一
の
長
寿
県
と
し
て
の
蓄
積
を
子
ど
も
の
健
や
か
な
育
ち
に
活
用

 

<
<

 市
町
村
と
県
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
担
い
な
が
ら
取
組
を
充
実

 >
>

 



 

 

 

１ 基金の必要性 

  ○ 自治体単独では対応が困難な全県的な課題に対応する上で、有効な手段ではないか。 

  ○ 企業や個人の共感を得られる事業について、民間の寄付を募ることは有効ではないか。 

２ 基金の仕組み（案） 

  子どもの未来を社会全体で応援するための官民協働の基金を設置する。 

  （基金を設置する場合の案） 

  ○ 基金設置者  県に設置することが考えられるのではないか。 

  ○ 基金の財源 

   ①全市町村に共通する課題に対し、県と市町村が一緒に取り組む事業 

………県・市町村の拠出金 

   ②困難を抱える子どもの未来を応援したり、支援活動を行う団体を応援したりするため、

社会全体で支援する事業                ………民間寄付金 

３ 基金活用事業のアイディア（例） 

  ○ 保育士人材バンクの強化 

  ○ 発達障がい診療体制の整備 

  ○ 小学校への学習ボランティアの派遣 

  ○ 県内就職者に対する奨学金返還支援 

  ○ 企業のワークライフバランス向上の取組への支援 

  ○ 信州こどもカフェへの支援  など 

 

 

次の点について、更に検討を深める。 

(1) すべての市町村が合意できるスキーム 

(2) 県民や企業等が積極的に賛同できるスキーム 

(3) 既存の基金や寄付制度とのすみ分け 

(4) 県・市町村の財源 

 

Ⅱ 「子どもの未来応援基金（仮称）」の検討状況 


